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元気に　ワッショイ !!

第18回尾之間温泉まつり



　

７
月
６
日（
土
）一
湊
海
水
浴
場

に
約
２
０
０
人
の
ス
イ
マ
ー
が
集

ま
り
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
20
周

年
記
念
の 

「
世
界
自
然
遺
産 

「
屋

久
島
」 

オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス

イ
ミ
ン
グ
２
０
１
３
」 

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
正
式
種
目
と
な
り
、
10
月
に

同
海
水
浴
場
で
、
プ
レ
大
会
を
開

催
。
好
評
を
得
て
、
日
本
水
泳
連

盟
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
受
け
て
の

第
１
回
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
ア
テ
ネ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
柴

田
亜
衣
さ
ん
が
、
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
遠
泳
初
心
者
も
参
加
で
き
る 

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
５
０
０
」を
サ
ポ
ー

ト
し
一
緒
に
泳
い
だ
ほ
か
、
前
日

に
は
宮
浦
小
学
校
で
水
泳
教
室
を

開
催
。
屋
久
島
高
校
で
は
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど 

「
水
泳
嫌
い

の
子
を
な
く
し
た
い
」 

と
い
う
思

い
で
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
ま

し
た
。

　

大
会
は
、
５
㎞
、
2.5
㎞
、
１
㎞

の
３
競
技
と
、
集
団
泳
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
５
０
０
が
あ
り
、
参
加
者
た

ち
は
、
昨
年
の
プ
レ
大
会
に
勝
る

力
強
い
泳
ぎ
を
見
せ
、
間
近
に
迫
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る
世
界
自
然
遺
産
の
山
々
の
絶
景

や
、
海
の
透
明
度
な
ど
体
全
体
で

体
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

京
都
か
ら
参
加
し
た
岡
崎
満
さ

ん
は 

「
屋
久
島
は
海
も
綺
麗
で
最

高
。
是
非
ま
た
来
た
い
で
す
」 

と
、

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
に
、
一
湊
漁
港
を

会
場
に
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

テ
ィ
ー
（
再
会
を
祈
し
た
送
別
会
）

が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
一

湊
集
落
特
産
、
首
折
れ
サ
バ
の
サ

シ
ミ
や
、
サ
バ
す
き（
焼
き
）、
サ

バ
し
ゃ
ぶ
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
な
ど
、
そ
の
日
と
れ
た
て
の
山

海
の
幸
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
息
子
さ
ん
が
５
㎞
に

特
別
参
加
し
た
鹿
児
島
市
の
宮
田

恵
美
さ
ん
は 

「
魚
が
美
味
し
い

と
、
家
で
は
肉
ば
か
り
の
子
が
、

い
ろ
ん
な
魚
を
食
べ
て
、
び
っ
く

り
」 

と
、
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
の
終
盤
で
は
、
ス

タ
ッ
フ
、
参
加
者
一
緒
に
な
っ
て

一
湊
音
頭
を
踊
る
な
ど
、
夕
日
が

暮
れ
ゆ
く
港
町
に
笑
顔
の
輪
が
広

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
の
結
果
は
、
大
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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柴田亜衣さんの水泳教室＆トークショー

5km1位の半田さん(右)と3位の宮田くん(中学2年生)



　

７
月
14
日（
日
）第
54
回
県
民
体

育
大
会
熊
毛
地
区
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

屋
久
島
会
場
で
は
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
弓
道
、
陸
上
、
卓
球
の
４

競
技
が
行
わ
れ
、
女
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
と
弓
道
が
連
覇
を
達
成
し
た

ほ
か
、
種
子
島
会
場
で
も
男
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
が
連
覇
。
男
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
女
子
テ
ニ
ス
が

２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
陸
上
競
技
で
は
、
少

年
女
子
１
０
０
ｍ
、
共
通
男
子

５
０
０
０
ｍ
、
30
代
男
子
砲
丸
投

げ
で
１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
各
競
技
と
選

抜
メ
ン
バ
ー
は
、
９
月
14
日（
土
）

15
日（
日
）に
鹿
児
島
市
を
中
心
に

開
催
さ
れ
る
県
民
体
育
大
会
に
熊

毛
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
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猛暑の中 熱戦！ ３競技が連覇！！

第54回鹿児島県民体育大会　熊毛地区大会

・陸上　　　　　　　　　　４位
・男子バレーボール　　　　２位
・女子バレーボール　　　　３位
・男子卓球　　　　　　　　２位
・女子卓球　　　　　　　　２位
・男子ソフトテニス　　　　３位
・女子ソフトテニス　　　　優勝
・剣道　　　　　　　　　　３位
・弓道　　　　　　　　　　優勝
・ゲートボール　　　　　　４位
・サッカー　　　　　　　　３位
・軟式野球　　　　　　　　２位
・男子ソフトボール　　　　優勝
・女子ソフトボール　　　　３位
・男子バドミントン　　　　３位
・女子バドミントン　　　　２位
・男子テニス　　　　　　　４位
・女子テニス　　　　　　　優勝
・グラウンドゴルフ　　　　４位
・ゴルフ　　　　　　　　　２位
・男子バスケットボール　　優勝
・女子バスケットボール　　２位
・サーフィン　　　　　　　４位

【各競技の結果】

【総合成績】
順　位
１　位
２　位
３　位
４　位

得　点
119
92
82
74

町　名
西之表市
中種子町
屋久島町
南種子町
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７
月
12
日（
金
）荒
木
町
長
は
、

宮
之
浦
の
故
羽
生
金
一
さ
ん
宅
を

訪
れ
、
瑞
宝
単
光
章
の
伝
達
表
彰

を
行
い
、
奥
様
に
賞
状
と
勲
章
を

  

７
月
21
日（
日
）東
市
来
総
合
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
第
41
回
鹿

児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

交
歓
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

（
12
パ
ー
ト
総
勢
96
チ
ー
ム
出
場
）

で
、
安
房
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
み
ご
と
パ
ー
ト
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
４
年
か
ら
６
年
生

の
14
人
で
出
場
。
炎
天
下
の
な
か
、

３
試
合
の
接
戦
を
勝
ち
抜
き
、
優

勝
し
た
も
の
で
す
。

お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

故
羽
生
さ
ん
は
、
昭
和
46
年
に

旧
上
屋
久
町
議
会
議
員
に
初
当
選

さ
れ
、
以
降
４
期
16
年
に
わ
た
り

医
療
施
設
の
整
備
や
生
活
環
境
の

充
実
な
ど
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

奥
様
の
キ
ミ
さ
ん
は 

「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生
前
に
見
せ

て
あ
げ
た
か
っ
た
。
支
え
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
」 

と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
団
は
、
昨
秋
、
今
春
に
行
わ

れ
た
熊
毛
地
区
の
２
大
会
で
も
、

強
豪
ひ
し
め
く
な
か
、
地
区
制
覇

を
果
た
す
な
ど
目
覚
ま
し
い
成
績

を
残
し
て
い
ま
す
。

　

重
森
監
督
は 

「
優
勝
は
、
日
々

の
子
ど
も
た
ち
の
努
力
と
ご
声
援

の
賜
物
で
す
。
今
後
も
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
勝
敗
だ
け
で

な
く
、
礼
儀
作
法
や
マ
ナ
ー
な
ど

こ
れ
ま
で
以
上
に
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
声
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」 

と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

７
月
14
日（
日
）一
湊
漁
港
で
、

第
10
回
一
湊
浜
祭
り
が
開
催
さ
れ
、

　

７
月
13
日（
土
）平
内
公
民
館
広

場
で
、
第
13
回
平
内
海
中
温
泉
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
中
で
は
、
持
ち
物
や
腕

に
リ
ボ
ン
を
付
け
た
男
女
約
40
人

が
申
し
込
み
、
恋
活
コ
ン
パ
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
島
で
は

な
か
な
か
出
会
い
の
場
が
少
な
い
」 

と
の
こ
と
で
、
祭
り
の
場
を
恋
活

の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
お
う

と
、
実
行
委
員
会
が
主
催
。
会
場

内
に 

「
恋
活
コ
ン
パ
ブ
ー
ス
」 

と

し
た
テ
ン
ト
を
用
意
し
、
男
女
の

出
会
い
を
演
出
し
ま
し
た
。
初
め
、

少
し
戸
惑
っ
て
い
た
参
加
者
も
、

船
団
パ
レ
ー
ド
や
魚
の
直
売
、
舞

台
演
芸
な
ど
で
盛
況
を
博
し
ま
し

た
。

　

豊
漁
祈
願
と
集
落
の
安
全
祈
願

の
後
、
小
学
生
ら
が
海
へ
餅
を
投

入
し
、
鯛
の
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
参
加
者
た
ち
は
、
12
雙

の
船
団
に
乗
り
込
み
、
船
団
パ

レ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。
恒
例

の
鯖
の
つ
か
み
取
り
は
、
海
温
の

上
昇
に
よ
り
魚
が
弱
る
た
め
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
供
た

ち
が
、
舞
台
上
で
元
気
に
歌
や
踊

り
を
披
露
し
、
来
場
者
か
ら
拍
手

喝か
っ
さ
い采
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

祭
り
が
進
む
と
打
ち
解
け
あ
い
、

会
話
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
こ
の
ほ
か
、
恒
例
の

舞
台
芸
能
や
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

チ
ン
ド
ン
屋
な
ど
が
、
会
場
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組 

「
は
じ
め

て
の
お
つ
か
い
」 

に
出
演
し
た
八

幡
幼
稚
園
の
３
人
の
女
の
子
も
紹

介
さ
れ
、
平
内
集
落
の
温
か
な
雰

囲
気
の
な
か
、
花
火
大
会
・
大
抽

選
会
と
祭
り
の
夜
は
更
け
て
い
き

ま
し
た
。

宮
之
浦
の
故
羽
生
金
一
さ
ん
に

瑞
宝
単
光
章

県
ス
ポ
少
交
歓
大
会

　
優
勝
!!

安
房
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第10回一湊浜祭り

子らの出し物に拍手喝
かっさい

采

恋
こいかつ
活の夜

第13回平内海中温泉祭りでー
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屋
久
島
の
情
報
を
人
の
暮
し
な

ど
を
通
し
て
紹
介
す
る
季
刊
誌

「
屋
久
島
ヒ
ト
メ
ク
リ
．」（A

rB
or

　

航
行
不
能
と
な
っ
た
小
型
ヨ
ッ

ト
を
救
助
し
た
、
末
原
新
市
さ
ん

ら
４
名
に
鹿
児
島
海
上
保
安
部
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

５
月
１
日（
木
）23
時
10
分
、
安

房
港
沖
合
で
機
関
故
障
の
た
め
航

出
版
）に
、
作
家
の
古
居
智
子
さ
ん

が「
屋
久
杉
を
初
め
て
見
た
西
洋

人
―
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
生
涯
」と
題

し
た
連
載
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
そ
の
縁
で
、
イ
ギ
リ
ス
王

立
植
物
園
よ
り 

「
百
年
前
、
屋
久

島
に
植
物
調
査
で
来
島
さ
れ
た

ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
が
撮
影
し
た
写

真
の（
撮
影
場
所
な
ど
）現
在
の
状

況
写
真
を
入
手
し
た
い
」 

と
の
依

頼
が
あ
り
、
屋
久
島
環
境
文
化
財

団
に
相
談
が
持
ち
か
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

財
団
で
は
、
８
月
10
日（
土
）ま

で
、
屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ

行
不
能
と
な
っ
た
小
型
ヨ
ッ
ト
よ

り
１
１
８
番
通
報
が
あ
り
、
屋
久

島
町
救
難
所
よ
り
出
動
要
請
を
受

け
た
末
原
さ
ん
ら
は
、
漁
船
２
隻

で
救
助
に
向
か
い
、
無
事
安
房
港

ま
で
え
い
航
し
ま
し
た
。

　

救
助
ま
で
の
迅
速
な
対
応
に
よ

り
乗
組
員
８
人
に
大
き
な
怪
我
も

な
く
全
員
無
事
で
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
（
写

真
右
か
ら
２
人
目
か
ら
）で
す
。

　

春
牧
の
末
原
新
市
さ
ん

　

松
峯
の
田
中
実
さ
ん

　

安
房
の
酒
匂
千
万
男
さ
ん

　

春
牧
の
末
原
成
人
さ
ん

ー
で
、
そ
の
後
８
月
末
日
ま
で
、

各
公
民
館
な
ど
で
対
象
写
真
を
展

示
。
広
く
情
報
を
集
め
、
撮
影
場

所
を
特
定
し
た
方
を
表
彰
し
、
百

年
前
の
写
真
と
の
比
較
展
示
会
を

実
施
し
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
博
士
の
足

跡
を
た
ど
る
里
の
ツ
ア
ー
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（
注
意
）私
有
地
や
、
登
山
道
外
に

入
る
際
は
、
適
切
な
手
続
き
を
お

取
り
く
だ
さ
い
。

問 

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ

ー
（
☎
４
２
―
２
９
０
０
）

　

７
月
27
日（
土
）尾
之
間
管
理
セ

ン
タ
ー
広
場
で
第
18
回
尾
之
間
温

泉
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
踊
り
連

や
子
ど
も
み
こ
し
の
パ
レ
ー
ド
、

郷
土
芸
能
な
ど
で
観
衆
を
わ
か
せ

　

７
月
８
日（
月
）南
部
建
設
業
同

志
会（
20
社
、
有
馬
伸
一
郎
会
長
）

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
県
の
夏
の
祭

典
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
岳
南
中
学

校
吹
奏
楽
部
が
、
種
子
屋
久
農
協

支
所
前
で
演
湊
を
披
露
。
沿
道
か

ら
暖
か
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
始

ま
っ
た
踊
り
連
パ
レ
ー
ド
に
は
、

婦
人
会
、
子
ど
も
会
育
成
会
、
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
が
笑
顔
で
参
加

し
、
子
ど
も
み
こ
し
で
は
、
沿
道

に
元
気
な
か
け
声
を
響
か
せ
ま
し

が
、
恒
例
と
な
っ
た
町
道
の
刈
り

払
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
湯
泊
集
落
の
町
道
を

ト
ラ
ッ
ク
や
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど

を
使
い
約
40
人
で
、
道
路
に
せ
り

出
し
た
枝
な
ど
を
せ
ん
定
し
、
道

路
の
美
化
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
後
は
道
路
に
陽
の
光
が
差

し
込
み
、
見
通
し
も
良
く
な
り
ま

し
た
。

た
。

　

会
場
入
り
口
に
は
、
祭
り
の
名

物
と
も
な
っ
た
あ
ん
ど
ん
ゲ
ー
ト

が
、
今
年
は
一
部
お
色
直
し
を
し

て
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

舞
台
で
は
、
尾
之
間
棒
踊
り
を

皮
切
り
に
続
々
と
各
種
団
体
の
出

し
物
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
、

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

か
け
声
響
く

湯
泊
集
落
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

屋
久
島
南
部
建
設
同
志
会

小型ヨット救出で

感謝状 ～みんなで探そうウィルソン博士の足跡～

第
18
回
尾
之
間
温
泉
ま
つ
り

屋久島世界自然遺産登録20周年記念
「100年前の屋久島

ここはどこ？？」
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　７月20日（土）の午後から金峰神社で棒踊りと日の本踊りが披露されまし
た。この２つの踊りは、神社のお祭り旧暦６月15日に奉納されるもので、今
年は「のんびりゆったり里のエコツアー」のコースにも組み込まれ、賑やかな
雰囲気の中での開催となりました。
　棒踊りは、金岳中学校の男子生徒三名も参加し、砂ぼこりを上げながら相
手との激しい打ち合いをこなしていました。そして、日の本踊りには金岳小・
中学校の女子児童・生徒八名が参加しました。この踊りには、今年小学校に

入学したばかりの久木山和香さんも挑戦し、見事に踊りきって大きな拍手を受けていました。
　例年にない暑さの中、５月から始まった練習には、小さな子どもたちも
よく集まり「あと○年したら踊るんだ」と言いながら見入っていました。
　踊り手は、伝統ある衣装を身に付け、踊りを披露することに誇りをもち、
後に続く子どもたちもあこがれの眼差しを向けながら、その踊りを真似て
います。

あこがれから誇りへと ～子らの郷土芸能～
口永良部島棒踊り・日の本踊り

日の本踊り

棒踊り

　

森
林
環
境
税
は「
森
林
環
境
の

保
全
と
、
森
林
を
す
べ
て
の
県
民

で
守
り
育
て
る
意
識
の
醸
成
」を

目
的
と
し
た
税
制
度
で
、
県
で
は

平
成
17
年
に
導
入
し
、
平
成
22
年

度
か
ら
課
税
期
間
を
５
年
間
延
長

し
て
い
ま
す
。 

 
 

　

皆
様
が
納
め
て
い
た
だ
い
た
森

林
環
境
税
は「
豊
か
な
水
の
供
給
」

「
土
砂
災
害
の
防
止
」な
ど
、
私
た

ち
の
生
活
に
多
く
の
恵
み
を
与
え

て
く
れ
る
森
林
を
健
全
に
守
り
育

　

平
成
25
年
度
の
自
治
宝
く
じ
助

成
事
業
と
し
て
、
吉
田
集
落
と
湯

泊
集
落
が
対
象
と
な
り
、
宝
く
じ

の
助
成
金
で
テ
ー
ブ
ル
や
折
り
た

た
み
椅
子
な
ど
の
会
議
用
設
備
、

テ
ン
ト
や
音
響
機
器
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
の
た
め
の
施
設
整
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は(

財)

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
住
民
が
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

て
、
ま
た
、
森
林
の
役
割
や
そ
の

重
要
性
を
普
及
啓
発
す
る
た
め
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

平
成
24
年
度
楠
川
集
落
は
森
林

環
境
税
を
利
用
し
、
島
内
産
材
を

使
用
し
た
交
流
物
販
施
設
を
建
設

し
ま
し
た
。 

 
 

　

ま
た
、
屋
久
島
の
小
・
中
学
校

10
校
に
木
製
机
・
椅
子
250
セ
ッ
ト

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、

民
有
林
の
間
伐
事
業（
約
70
ha
）に

も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

に
対
し
て
助
成
を
行
う
も
の
で
す
。

　

吉
田
集
落
で
は 

「
集
落
大
運
動

会
」 

で
さ
っ
そ
く
、
こ
の
事
業
で

購
入
し
た
音
響
機
器
が
使
わ
れ
ま

し
た
。
両
集
落
で
は
秋
の
運
動
会

や
集
落
の
行
事
の
た
め
の
必
要
な

備
品
が
揃
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
機
器
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
推
進
や
各
種
行
事
に
有
効

利
用
し
、
地
域
の
活
性
化
に
役
立

て
て
い
く
予
定
で
す
。

問 

県
庁
環
境
林
務
課

☎
０
９
９（
２
８
６
）３
３
３
２

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w
.pref.kag

o
sh
im
a.jp

/san
gyo
-ro
d
o
/

rinsui/zei/index.htm
l

森
林
環
境
税
を
利
用
し
て

様
々
な
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

地
域
の
活
性
化
に
有
効
利
用

平
成
25
年
度 

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
吉
田
集
落
・
湯
泊
集
落
）

楠川ふれあいセンター吉田の高圧洗浄機湯泊の多機能コピー機



【
期　
　

日
】　　

12
月
７
日
（
土
）（
受
付
）
午
前
９
時
30
分
〜

【
試
験
資
格
】　　

町
内
に
住
む
小
学
５
年
生
〜
中
学
３
年
生

　
　
　
　
　
　

※
高
校
生
・
大
人
の
参
加
も
可

【
試
験
会
場
】　　

屋
久
島
離
島
開
発
セ
ン
タ
ー
（
宮
之
浦
）

　
　
　
　
　
　
　

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）

　
　
　
　
　
　
　

尾
之
間
中
央
公
民
館
（
尾
之
間
）

　
　
　
　
　
　

※
学
級
単
位
受
検
の
場
合
は
各
学
校
で
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

問 

社
会
教
育
課
（
内
線
１
６
７
）
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」　
＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

「さわやかあいさつ日本一のまち」づくりを推進しましょう 
～いつでも　どこでも　だれとでも　気持ちのよいあいさつをしましょう～

屋久島町「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会

　屋久島町さわやかあいさつ日本一のまちづくり推進委員会では、この期間中、町内各所であ
いさつ立哨活動を行います。
　町民の皆さん、いつでも・どこでも・だれとでも、さわやかなあいさつで、自然に癒され、
人にも癒される屋久島町を目指しましょう。

　町内の３つの子ども会
（小原町 ･松峯 ･小島）が、
さわやかなあいさつが響き
合う町になればという願い
を込めて、あいさつ推進の
看板を作成しました。
　完成した看板は、県道沿
いや通学路に設置されてい
ます（小原町子ども会は現
在作成中です）。

｢さわやかあいさつ週間｣(9月2日(月)～８日(日))

子ども会があいさつ推進の看板を作成

人権同和問題啓発強調月間　8月 1日～ 31日

【
期
日
】　

８
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　
（
受
付
）
午
後
１
時
30
分
〜

【
場
所
】　

屋
久
島
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）
二
階
ホ
ー
ル

【
講
師
】　

鎌
田　

豊
作　

先
生

【
演
題
】　
「
誰
も
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め
に
」

　

町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　

問 
社
会
教
育
課
（
内
線
１
６
７
）

　

例
年
１
月
５
日
に
開
催
し
て
い
る
成
人
式
を
平
成
26
年
か
ら
参
加
者
の

帰
省
等
に
合
わ
せ
て
１
月
３
日
（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。

　

対
象
者
の
皆
様
に
は
７
月
下
旬
に
案
内
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
案
内
が
届
か
な
い
場
合
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
中
学
卒
業
時
の
在
住
者
及
び
現
在
町
内
に

在
住
し
て
い
る
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
）。

問 

社
会
教
育
課
（
内
線
１
６
１
）

屋
久
島
ジ
ュ
ニ
ア
検
定
を実施

し
ま
す

〜
ジ
ュ
ニ
ア
屋
久
島
博
士
を
目
ざ
そ
う
〜

屋
久
島
町
人
権
教
育
研
修
会

平
成
26
年
成
人
式　
一
次
案
内

【松峯子ども会】 【小島子ども会】

　

７
月
24
日（
水
）、
小
学
生
の
歴

史
民
俗
資
料
館
活
動
で
、
古
代
人

の
道
具
に
つ
い
て
学
び
、
土
器
を

作
っ
た
り
、
火
お
こ
し
体
験
な
ど

を
し
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
作
り
は
、
ね

ん
ど
紐
か
ら
器
を
作
り
、
縄
文
土

器
を
ま
ね
て
貝
殻
な
ど
を
使
い
、

自
由
に
紋
様
を
付
け
ま
し
た
。
ま

た
、
火
お
こ
し
は
、
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

木
が
こ
す
れ
あ
う
摩
擦
熱
で
焦
げ

る
臭
い
と
煙
は
簡
単
に
出
ま
す
が
、

な
か
な
か
種
火
が
で
き
ま
せ
ん
。

何
度
も
が
ん
ば
っ
て
種
火
を
作
り
、

種
火
か
ら
炎
が
起
こ
っ
た
と
き

は
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し

た
。

　
　 夏

の
資
料
館
活
動

楽
し
く
学
び
、

学
習
し
ま
し
た
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町
審
査
会
特
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

作
品
は
熊
毛
地
区
審
査
会
を
経
て
県
作
品
展

へ
出
展
さ
れ
ま
す
。

▼
幼
稚
園

白
百
合
保
育
園　

鎌
田　

空
芽

　

あ
じ
さ
い
と
は
っ
ぱ

白
百
合
保
育
園　

根
路
銘
健
斗　

お
さ
か
な

白
百
合
保
育
園　

江
口　

美
砂

　
　

お
ひ
さ
ま
と
む
し
と
ハ
ー
ト
と
お
は
な

白
百
合
保
育
園　

山
下　

亜
月雨と
お
花
と
紫
陽
花

八
幡
幼
稚
園　

会
田　

光
佑　

キ
ュ
ウ
リ

八
幡
幼
稚
園　

岩
川
の
ぞ
み　

ひ
ま
わ
り

八
幡
幼
稚
園　

久
保
田
あ
か
り　

プ
ー
ル
あ
そ
び

八
幡
幼
稚
園　

西
橋　

穂
香 

ひ
ま
わ
り

白
百
合
保
育
園　

三
宅　

杏
菜海で
あ
そ
ん
で
い
る

白
百
合
保
育
園　

上
山　

華
苑

　

ひ
ま
わ
り
を
見
て
ミ
ッ
キ
ー
と
あ
そ
び
ペ
ロ

ペ
ロ
キ
ャ
ン
デ
ィ
を
な
め
て
ぶ
ど
う
を
食
べ
た
い

白
百
合
保
育
園　

岩
川　

真
寛

桃
太
郎
の
鬼
さ
ん
が
お
花
を
持
っ
て
い
る

白
百
合
保
育
園　

岩
川　

敦
生朝
の
雨
と
紫
陽
花

白
百
合
保
育
園　

古
市　

誠
剛

屋
久
島
の
雨
と
猿
と 

か
に
と 

か
っ
ぱ

八
幡
幼
稚
園　

沼
田　
　

星　

ブ
ラ
ン
コ

八
幡
幼
稚
園　

相
良　
　

紬　

お
い
も
苗
植
え

八
幡
幼
稚
園　

中
間　
　

聖　

お
い
も
苗
植
え

永
田
幼
児
学
級　

日
髙　

翔
喜

　

さ
つ
ま
い
も
植
え（
は
や
く 

お
イ
モ 

た
べ
た

　

い
な
）

白
百
合
保
育
園　

日
高　

涼
凪　

鳥
と
魚
と
亀

白
百
合
保
育
園　

山
之
内
空
生　

紫
陽
花
と
雨

白
百
合
保
育
園　

岩
村
笑
玲
菜

雨
と 

か
め
と 

さ
か
な
の
あ
そ
び

白
百
合
保
育
園　

鎌
田　

優
奈

か
に
と
さ
か
な
が
あ
そ
ん
で
い
る

八
幡
幼
稚
園　

岩
川
虎
治
朗　

プ
ー
ル
あ
そ
び

八
幡
幼
稚
園　

生
出　

明
莉　
ブ
ラ
ン
コ
あ
そ
び

八
幡
幼
稚
園　

大
野　

夢
華　

あ
さ
が
お

永
田
幼
児
学
級　

鎌
田　
　

塁

プ
ー
ル
あ
そ
び（
シ
ャ
ワ
ー
）

▼
小
学
１
年
生

宮
浦
小
学
校　

財
部　

嵩
麻かに
と
り
に
い
っ
た
よ

宮
浦
小
学
校　

日
髙　

了

と
っ
た
ぞ　

て
な
が
え
び

宮
浦
小
学
校　

石
窪　

晏
大

か
ぶ
と
む
し
を
み
つ
け
た
よ

一
湊
小
学
校　

坂
野　

瑛
太 　

て
つ
ぼ
う        

永
田
小
学
校　

濵
崎　

萌
衣

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で
あ
そ
ん
だ
よ

金
岳
小
学
校　

貴
舩　
　

梗　

う
ん
て
い

小
瀬
田
小
学
校　

椎
葉
李
良
子

に
わ
と
り
さ
ん
と
ハ
イ
チ
ー
ズ

栗
生
小
学
校　

大
迫　

照
栄　

お
や
こ
の
か
に

八
幡
小
学
校　

西
橋　

陽
音
ば
あ
べ
き
ゅ
う
を
し
た
よ

神
山
小
学
校　

岩
川　

岳
斗

で
ん
車
に
の
っ
て
出
ぱ
つ
だ

安
房
小
学
校　

濵
岡
六
合
寛かぶ
と
が
と
ん
で
き
た

▼
小
学
校
２
年
生

宮
浦
小
学
校　

牧    　

笑
漣み
ん
な
で
な
か
よ
く

一
湊
小
学
校　

日
髙　

功
晴

フ
ラ
フ
ー
プ
で
あ
そ
ん
だ
よ 
永
田
小
学
校　

大
牟
田
温
音

み
ん
な
で
た
の
し
く
木
の
ぼ
り

永
田
小
学
校　

厚
地　

真
子　

虫
と
木
の
ぼ
り

小
瀬
田
小
学
校　

藤
原　

蒼
太　

魚

栗
生
小
学
校　

岩
村　

海
希か
に
と
な
か
ま
た
ち

八
幡
小
学
校　

安
楽　

悠
陽　

た
の
し
い
な

神
山
小
学
校　

日
髙　
　

優
し
あ
い
に
出
た
ぞ

神
山
小
学
校　

岩
川　

心
莉

い
そ
が
し
い
ね 

き
ゅ
う
食
当
番

神
山
小
学
校　

笹
川　

結
月タイ
ヤ
と
び
を
し
た
よ

安
房
小
学
校　

川
東　

歩
輝く
わ
が
た
も
ら
っ
た

▼
小
学
３
年
生

宮
浦
小
学
校　

森
下　

聖
剣
し
ょ
う
ぼ
う
し
ゃ

一
湊
小
学
校　

武
石　

真
鈴

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
で
鬼
ご
っ
こ

一
湊
小
学
校　

中
馬　

陽
菜　

船
を
描
い
た
よ      

永
田
小
学
校　

厚
地　

胡
春
し
ょ
く
ぶ
つ
と
な
か
よ
し

小
瀬
田
小
学
校　

榎
田
た
ま
きの
っ
て
み
た
い
な

栗
生
小
学
校　

大
迫
ひ
な
た
合
奏
は
楽
し
い
な

八
幡
小
学
校　

龍　

ア
ス
カた
の
し
い
じ
ん
じ
ゃ

神
山
小
学
校　

満
園　

朔
弥　

原
み
な
と
の
船

神
山
小
学
校　

黒
飛　

佐
介
で
っ
け
え
ユ
ン
ボ

安
房
小
学
校　

日
髙　

幸
岳カ
ラ
フ
ル
ト
ラ
ッ
ク

安
房
小
学
校　

日
髙　

朋
哉　

光
る
ト
ラ
ッ
ク

▼
小
学
４
年
生

宮
浦
小
学
校　

迫
間　

沙
羅ま
ち
を
守
る
消
防
車

一
湊
小
学
校　

内
田　

樹
佳
昔
な
が
ら
の
サ
バ
節
工
場  

一
湊
小
学
校　

田
中　

那
哉海
に
浮
か
ぶ
天
勝
丸    

金
岳
小
学
校　

安
永　

和
馬
山
か
ら
見
た
学
校

小
瀬
田
小
学
校　

佐
原　

義
樹　

大
好
き
な
船

小
瀬
田
小
学
校　

寺
田　

十
和　

一
輪
車

栗
生
小
学
校　

大
塚　

洸
希
真
剣
に
絵
を
描
く
杏
さ
ん

八
幡
小
学
校　

東
瀬
戸
楓
眞　

学
校

神
山
小
学
校　

細
川　

爽
楽
ぼ
く
の
ユ
ン
ボ
は
最
高
だ

神
山
小
学
校　

笹
倉　

も
も船
に
乗
っ
て
出
港
だ

安
房
小
学
校　

石
田
尾
准
奈
き
れ
い
な
山
と
川

▼
小
学
５
年
生

宮
浦
小
学
校　

牧　
　

航
聖　

公
園

一
湊
小
学
校　

竹
之
内　

渚街
灯
と
ガ
シ
ュ
マ
ル    

永
田
小
学
校　

角
田　

優
衣

た
く
さ
ん
の
世
界
が
あ
る
よ

金
岳
小
学
校　

河
村　
　

栞学
校
か
ら
み
え
た
山

小
瀬
田
小
学
校 

早
﨑　

海
颯

仕
事
中
の
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー

栗
生
小
学
校　

池
田　

陽
菜　

船
の
あ
る
風
景

八
幡
小
学
校　

岩
川　

ま
り　

八
幡
神
社

神
山
小
学
校　

伊
藤　
　

花　

神
様
へ
の
道

神
山
小
学
校　

池
田　

勇
人
神
社
の
鳥
居
は
大
き
い
ぞ

安
房
小
学
校　

岸　
　

夏
菜まん
て
ん
橋
く
ぐ
れ
ば

安
房
小
学
校　

三
神
勘
太
郎　わ
た
れ
ま
ん
て
ん
橋

▼
小
学
６
年
生

宮
浦
小
学
校　

内
田　

直
登　

白
銀
の
友
仁
丸

宮
浦
小
学
校　

本
仁　

壱
朗

あ
ら
ゆ
る
海
を
乗
り
越
え
て
い
っ
た
友
仁
丸

一
湊
小
学
校　

嶽
本　

将
志伸
び
る
よ　

育
つ
よ    

一
湊
小
学
校　

森
下　
　

治

空
ま
で
と
ど
く
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木 

永
田
小
学
校　

井
上　

嶺
旺　
学
校
の
シ
ン
ボ
ル

小
瀬
田
小
学
校　

井
手　

陸
翔

自
然
い
っ
ぱ
い
の
神
社

栗
生
小
学
校　

齊
藤
み
の
り　

船

八
幡
小
学
校　

山
田　

悠
介
ぼ
く
た
ち
の
学
校

神
山
小
学
校　

渡
邊　

遥
夏　

森
の
中
の
鳥
居

神
山
小
学
校　

都
築
進
之
介

頑
張
れ
ユ
ン
ボ
負
け
る
な
ユ
ン
ボ

安
房
小
学
校　

柴　

あ
か
ね

み
ん
な
を
見
守
る
ま
ん
て
ん
橋

▼
中
学
１
年
生

中
央
中
学
校　

西
水　

翔
弥　

な
た
お
れ
山

中
央
中
学
校　

岡
野　

夏
恋　

屋
久
島
の
自
然

金
岳
中
学
校　

寺
西
は
る
か　

口
永
良
部
港

金
岳
中
学
校　

山
口
か
の
子港
か
ら
見
え
る
景
色

岳
南
中
学
校　

米
重　

亮
志　

一
本
道

岳
南
中
学
校　

今
村　

芽
生　

静
か
な
教
会

岳
南
中
学
校　

西
山　

快
里　

小
島
神
社

岳
南
中
学
校　

栢
下　

珠
緒シド
ッ
チ
と
い
う
勲
章

岳
南
中
学
校　

細
川　

雅
楽　

風
景

安
房
中
学
校　

日
髙　

颯
太
廊
下
の
光
る
ゆ
か

▼
中
学
２
年
生

中
央
中
学
校　

白
濱　
　

優　

体
育
館

中
央
中
学
校　

日
髙　

啓
吾　

四
角
い
建
物

中
央
中
学
校　

石
田
尾
真
瑚 

グ
ラ
ン
ド
か
ら
見
え
る
風
景

金
岳
中
学
校　

丹
後　

郁
美

き
れ
い
な
海
と
き
れ
い
な
山

岳
南
中
学
校　

山
﨑　
　

中
ア
ジ
サ
イ
と
小
島

岳
南
中
学
校　

谷
山　

真
寛　

涼
し
げ
な
景
色

岳
南
中
学
校　

日
髙　
　

杏　

川

安
房
中
学
校　

中
村　

理
歩　

ろ
う
下

安
房
中
学
校　

前
田　

真
弥　

静
か
な
校
庭

安
房
中
学
校　

高
橋　
　

慧玄
関
か
ら
見
た
風
景

▼
中
学
３
年
生

中
央
中
学
校　

高
橋　
　

諒屋久
島
へ
よ
う
こ
そ
！

中
央
中
学
校　

寺
田　

桜
心　

松
と
港
と
船

中
央
中
学
校　

濱
﨑　
　

華　

街
灯

中
央
中
学
校　

日
髙　

好
可　

ガ
ジ
ュ
マ
ル

金
岳
中
学
校　

森　

あ
ず
み
私
の
大
切
な
学
校

岳
南
中
学
校　

鶴
田
有
希
菜　

緑
豊
か
な
木

岳
南
中
学
校　

藤
本　

優
花
坂
道
か
ら
の
景
色

安
房
中
学
校　

藤
山　

賢
至　

北
校
舎
の
階
段

安
房
中
学
校　

日
髙　

綾
音 

 
 

緑
あ
ふ
れ
る
私
の
学
校

安
房
中
学
校　

岩
川　
　

楓　

中
央
階
段

屋
久
島
町
図
画
作
品
展審査

結
果
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「特別警報」が発表されたら、
身を守るために最善を尽くしてください。 

気象庁は、平成25年8月30日から「特別警報」の発表を開始します。

「特別警報」とは
　気象庁はこれまで、大雨、地震、津波、高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時に、
警報を発表して警戒を呼びかけていました。これに加え、今後は、この警報の発表基準をはる
かに超える豪雨や大津波等が予想され、重大な災害の危険性が著しく高まっている場合、新た
に「特別警報」を発表し、最大限の警戒を呼び掛けます。
　特別警報の対象とする現象は「東日本大震災」や「伊勢湾台風」、昭和 20 年の「枕崎台風」、
平成 5年の「8・6豪雨」や「台風 13号」、平成 18年の「県北部豪雨」等が該当します。
　特別警報が発表された場合、お住まいの地域は数十年に一度しかないような非常に危険な状
況にあります。周囲の状況や市町村から発表される避難指示・避難勧告などの情報に留意し、
ただちに命を守るための行動をとってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問 鹿児島地方気象台防災業務課 ☎ 099-250-9919

　屋久島町農業委員会では、9月～１２月を農地パトロール月間として、農地利用状況調査を下記のとおり
行います。
　この調査は、平成２１年１２月に施行された改正農地法の規定に基づくもので農業委員会は、毎年１回、
区域内にある農地の利用状況について調査を行います。
　調査後、遊休農地や違反転用地の所有者などに対して、農業委員会が指導・勧告等を行います。
　調査時には皆さんの所有地・耕作地に立ち入り調査をする場合がございますので、ご協力をお願いします。

記

　□調査の対象　　　町内のすべての農地
　□調査の期間　　　平成２５年９月から平成２５年１２月まで
　□調査の方法　　　集落担当農業委員及び農業委員会事務局職員が、実際に農地の現況を調査します。

　　　　　※ご質問等がございましたら下記までお問い合わせください。
　　　　　　屋久島町農業委員会事務局（☎４３－５９００　内線 357・358）
　
◆農地の適正な管理をお願いします
　平成２１年１２月に改正農地法が施行され「農地について所有権または賃借権その他の使用および収益を
目的とする権利を有する者は、当該農地の農業上の適正かつ効率的な利用を確保するようにしなければなら
ない」と農地の権利を有する者の債務規定が設けられました。
　遊休農地は、火災や病害虫の発生原因となり、隣接の住民や農地へ悪影響をおよぼしますので、除草・病
害虫駆除等、農地の適正な管理をお願いします。
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～　農業委員会からのお知らせです　～

農地パトロール（農地利用状況調査）を実施します



農林水産課だより
『ぽんかん・たんかん』
１．仕上げ摘果
　　仕上げ摘果の時期です。自分の園の肥大状況や着果状
　況をみながら、着果量を調整しましょう。
　　病害虫被害果、奇形果、小玉果を中心に摘果し、葉８０
　～１００枚に１果を目安に行ってください。
２．土壌水分管理
　　９月はぽんかん、たんかんとも果実肥大が旺盛な時期
　です。特に小玉の多い園では、敷きわらや敷き草などを
　行い、土壌を乾燥させないようにし、果実肥大に努めま
　しょう。
　　ただし、１０月以後は糖度向上のため、排水対策に努め、
　溝掘りや除草をして土壌を乾燥させましょう。
３．病害虫対策
・黒点病
　　後期感染の時期になります。
　　枯れ枝上の病原菌が伝染源となるので、枯れ枝の除去
　や焼却等を徹底しましょう。
　　ぽんかんでは８月下旬までに、たんかんでは９月上旬
　に、ペンコゼブ水和剤の６００倍液散布が効果的です。（ペ
　ンコゼブ水和剤は収穫９０日前までしか使用できません
　ので注意しましょう。）
・赤衣病
　　今年は、発生が多いようです。病患部をせん定し、切
　り口にトップジンＭペーストかバッチレートを塗ってく
　ださい。
・サビダニ
　　去年発生があった園で、６～８月に防除していない園
　は、発生に特に注意してください。サンマイト水和剤を

　散布すると効果的です。
４．施肥（たんかん）９月下旬
　　くみあい配合５号の場合
　　　３ｔ取り・・・・５袋／１０ａ
　　　２ｔ取り・・・・４袋／１０ａ
　　　１ｔ取り・・・・３袋／１０ａ
　　　幼　　樹・・・・１袋／１０ａ
　　樹勢・葉色・着果量・夏芽の発生状況で量は加減して
　ください。
５．台風対策
　　かいよう病の発生を抑えるには、コサイド３０００の
　２０００倍液＋クレフノンの２００倍液の事前散布が効
　果的です。極力台風襲来前に散布しましょう。
　　台風通過後は、カスミンボルドーの１０００倍液＋ク
　レフノンの２００倍液を早めに散布しましょう。

『パッションフル－ツ』
１．整枝・せん定
　　収穫後は軽いせん定を行い、せん定後は過繁茂になら
　ないように枝の間引きを行いながら、来年のせん定時期
　まで管理しましょう。
２．コナカイガラムシ対策
　　最近、コナカイガラムシによる被害が増加しています。
　カイガラムシが発生した園では、収穫後にモスピラン顆
　粒水溶剤の２０００倍を散布しましょう。
３．苗の定植
　　定植時期は、台風の被害が少ない９月下旬～１０月頃
　が望ましいです。
　　排水対策と疫病対策のため、高うねにして植え付けましょう。

農林水産課だより （9月の農作業メモ）
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母子（寡婦）福祉資金制度のお知らせ

　この制度は、母子家庭及び寡婦に必要な資金を貸し付けることにより、経済的自立の助成と生活意欲の助
長を図るとともに、あわせて扶養する児童の福祉の増進を図ろうとするものです。

目　          的

資金の種類と使途

　借入できる額は、資金の種類や使用目的により異なりますが、必要かつ返せる範囲内の金額です。
　借入にあたっては、連帯保証人が必要となる場合があります。

貸付について

　償還金は、県から毎月（又は半年毎）送られる納入通知書によって、県内に本支店がある金融機関で月末
までに納めることになっています。また、この他に口座振替の方法により納めることもできます。

資金の償還

　屋久島事務所保健福祉環境課（屋久島保健所）保健福祉係　☎ 46-2024
　屋久島町福祉事務所　　　　　　　　　　　　児童福祉係　☎ 46-2235

問い合わせ先

じゅうき
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■
応
募
資
格

　

地
域
住
民
の
方
々
に
よ
り
組
織

さ
れ
て
い
る
団
体
（
例
：
自
治
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
）

■
活
動
条
件

　

県
管
理
地
の
道
路
・
河
川
・
砂

防
・
海
岸
等
の
除
草
、
伐
採
を

一
千
㎡
以
上
行
う
こ
と
。

■
委
託
費
用

　

１
団
体
当
た
り
５
０
，０
０
０
円

■
応
募
締
切

　

平
成
26
年
２
月
28
日（
金
）ま
で

■
応
募
方
法

　

県
屋
久
島
事
務
所
に
備
え
付
け

の
申
込
書
を
除
草
、
伐
採
す
る
３

週
間
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

問 

県
熊
毛
支
庁
屋
久
島
事
務
所

総
務
企
画
課
（
☎
４
６
―
２
２
１
１
）

　

〒
８
９
１
―
４
３
１
１

　

屋
久
島
町
安
房
６
５
０

屋
久
島
里
づ
く
り
事
業

　
　

参
加
団
体
募
集

宮之浦
岩川　初

は つ ね

音ちゃん
お母さん　優子さん

一湊
寺田　俐

り き と

気斗くん
お母さん　菜月さん

安房
満園　希

の ぞ み

美ちゃん
お母さん　めぐみさん

春牧
松重　直

な お き

希くん
お母さん　裕美さん

宮之浦
田村　凛

り お ん

音ちゃん
お母さん　亜寿美さん

永田
七里　百

も ね

音ちゃん
お母さん　淳子さん

安房
本吉　勝

か つ む

睦くん
お母さん　由美さん

平野
東　瑛

え い る

琉くん
お母さん　里香さん

宮之浦
柳野　胡

く る み

桃ちゃん
お母さん　里美さん

松峯
木下　栞

か ん な

奈ちゃん
お母さん　沙織さん

春牧
有水　一

いぶき 

楓くん
お母さん　有香さん

平内
会田　光

こうすけ

佑くん
お母さん　夕起子さん

宮之浦
山﨑　陽

ひ な

菜ちゃん
お母さん　亜利沙さん

松峯
枡川　秀

ひでかず

一くん
お母さん　千波さん

春牧
神宮司　凪

なぎ

くん
お母さん　菜奈美さん

平内
西橋　穂

ほ の か

香ちゃん
お母さん　麻里佳さん

安房
鶴田　花

か の ん

音ちゃん
お母さん　梢さん

春牧
瀬下　詩

うた

ちゃん
お母さん　佐知子さん

栗生
岩川　枇

ひ ろ

呂ちゃん
お母さん　里穂さん

３
歳
児
健
診
（
６
月
）



　

財
産
管
理
課
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）
か
各

支
所
出
張
所
へ
、
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
（
町
営
住
宅
の
入
居
希
望

者
用
）
に
必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅

●
永
田
集
落
（
１
戸
）

　

永
田
団
地 

１
―
２
号
（
世
帯
用
）

●
宮
之
浦
集
落
（
２
戸
）　

　

香
附
子
団
地
６
―
２
号

 

（
単
身
・
世
帯
兼
用
）

　

旭
団
地　

２
―
３
号
（
世
帯
用
）

●
小
瀬
田
集
落
（
１
戸
）

　

愛
子
団
地
２
―
２
号
（
世
帯
用
）

■
入
居
資
格

・
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

と
。

・
現
在
同
居
し
て
い
る
、
ま
た
は
、

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

こ
と
。（
世
帯
用
の
み
）

・
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
を
超

え
な
い
こ
と
。

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得
―（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数
＋
特
別
控

除
○
○
○
円}

÷
12

・
町
税
等
の
滞
納
の
な
い
こ
と
。

■
申
込
期
限

　
　

８
月
20
日
（
火
）

■
そ
の
他

・
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。　

・
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満
た

す
方
に
対
し
別
途
通
知
し
ま
す
。

・
現
在
、
平
成
25
年
度
町
営
住
宅

の
空
き
家
待
ち
（
上
半
期
分
）
の

登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

財
産
管
理
課 

住
宅
管
理
係

　
　
（
内
線
２
１
５
）

  

財
産
管
理
課
で
は
、
平
成
25
年

度
下
半
期
分
【
10
月
１
日
〜
３
月

31
日
ま
で
】
の
町
営
住
宅
の
空
き

家
を
待
つ
方
の
順
位
登
録
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
。

■
入
居
資
格
は
、
前
述
の
「
町
営

住
宅
の
入
居
者
募
集
」
内
の
「
■

入
居
資
格
」
に
同
じ
。

※
入
居
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
等
は
、
申
込
み
が
出
来
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
応
募
期
間

８
月
12
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

■
申
込
み
方
法

　

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

か
各
支
所
出
張
所
へ
、
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
（
町
営
住
宅
の
空
家

待
ち
順
位
登
録
用
）
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
抽
選
の
期
日
等
に
つ
い
て
は
、

入
居
資
格
審
査
終
了
後
、
条
件
を

満
た
す
方
に
対
し
通
知
し
ま
す
。

・
現
在
、
平
成
25
年
度
上
半
期
分

の
登
録
を
さ
れ
、
ま
だ
入
居
が
決
っ

て
い
な
い
方
で
、
引
き
続
き
申
込

み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
新
た
に

申
込
み
が
必
要
で
す
。

問 

財
産
管
理
課
住
宅
管
理
係

　
　

 （
内
線
２
１
５
）

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
で

分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
聞
き
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
鹿
児
島

北
年
金
事
務
所
で
は
、
次
の
日
程

で
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
予
約
受
け
付
け
制
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

 

・
９
月
３
日
（
火
）

　
　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

　
　
　

尾
之
間
支
所

 

・
９
月
４
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
　
　

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
宮
之
浦
）

■
用
意
す
る
も
の

 

・
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
職
歴
が
わ

か
る
も
の
（
メ
モ
可
）

問 

町
民
生
活
課 

年
金
係

　

  

尾
之
間
支
所
：
内
線
３
１
５

　

  

宮
之
浦
支
所
：
内
線
２
２
８

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
適
正

な
維
持
管
理
に
よ
る
環
境
保
全
を

目
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
知
事

が
指
定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る

（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ

ン
タ
ー
の
検
査
員
が
事
前
に
ハ
ガ

キ
で
通
知
し
た
検
査
日
に
お
伺
い

し
、
現
場
で
の
検
査
と
浄
化
槽
の

放
流
水
を
採
水
し
持
ち
帰
っ
て
の

水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。（
地
元

の
保
守
点
検
業
者
が
行
う
保
守
点

検
と
は
別
の
も
の
で
す
。）

　

毎
年
１
回
実
施
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
こ
の
検
査
は
、
11
人
槽

以
上
や
官
公
署
の
浄
化
槽
が
検
査

対
象
で
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か

ら
10
人
槽
以
下
の
家
庭
槽
も
検
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽

（
設
置
年
度
ご
と
に
対
象
と
し
て

い
ま
す
）
に
つ
い
て
は
事
前
に
指

定
検
査
機
関
か
ら
日
程
通
知
が
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
受
検
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
検
査
手
数
料
（
定
期
検
査
）

（
５
〜
10
人
槽
）

合
併
処
理
浄
化
槽 

６
，
０
０
０
円

単
独
処
理
浄
化
槽 

４
，
０
０
０
円

問
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査

セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
―
２
９
６
―
９
０
０
０     

http://w
w
w
.kagoshim

aken
sa.or.jp

屋
久
島
町
環
境
政
策
課
課

☎
４
３
―
５
９
０
０
（
内
線
２
３
２
）
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町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
―
５
９
０
０

年
金
相
談
の

予
約
受
付
開
始

浄
化
槽
法
定
検
査
（
法

第
11
条
）
受
検
の
お
願
い

町
営
住
宅
の

入
居
待
機
者
募
集



　

財
産
管
理
課
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）
及
び

各
支
所
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
込
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
住
宅

○
安
房
集
落
（
２
戸
）

野
首
団
地
２
―
２
号
・
２
―
６
号

　

間
取
り
：
３
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
２
階
建
て)

　

場　

所
：
安
房
郵
便
局
隣

　

家　

賃
：
月
額
１
０，
０
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

○
尾
之
間
集
落
（
１
戸
）

尾
之
間
団
地
Ｏ
―
２
―
１
０
２
号

　

 
 

　
（
世
帯
用
）

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
１
階)

　

場　

所
：
県
道
を
日
高
石
油
よ

　

り
栗
生
方
面
へ
約
50
ｍ
。
町
営

　

住
宅
２
棟
う
ち
栗
生
側

　

家　

賃
：
月
額
１
６，
６
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
資
格
者

①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

　

と
。

②
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
、

　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
こ
と
。（
尾
之
間
団
地
の
み
）

③
収
入
が
、
基
準
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。（
月
額
所
得
が
15
万
８
千

　

円
を
超
え
な
い
こ
と
。）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得 

―（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数
＋
特
別
控

除
○
○
○
円}
÷
12

④
町
税
等
滞
納
の
な
い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　

７
月
10
日
（
水
） 

〜
18
日
（
木
）

■
そ
の
他

①
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

　

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満

　

た
す
方
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

③
現
在
、
平
成
25
年
度
町
営
住
宅

　

の
空
き
家
待
ち(

上
半
期
分)

の

　

登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
別
途

　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

　

 

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５)

　

｢

体
験
学
習
会｣

は
、
中
種
子
養

護
学
校
で
の
教
育
活
動
に
参
加
し

た
り
、
児
童
生
徒
の
様
子
や
施
設

等
を
参
観
し
た
り
、
教
育
相
談
な

ど
を
利
用
し
た
り
し
て
本
校
の
教

育
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
行
事
で
す
。

　

障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
り
、

学
習
や
行
動
等
で
心
配
や
悩
み
が

あ
る
な
ど
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
の
子
ど
も
さ
ん
や
そ

の
保
護
者
、
関
係
者
の
方
々
は
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

■
日
時

　

９
月
11
日(

水)　

午
前
９
時
〜

■
申
込
み
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
８
月
23
日（
金
）ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１
―
３
６
０
４

中
種
子
町
野
間
６
５
８
４
番
地
４

　

県
立
中
種
子
養
護
学
校

☎ 

０
９
９
７
―
２
７
―
２
８
１
８

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
７
―
２
７
―
０
１
６
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
９
月
７
日（
土
）

　

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
〜

■
持
参
す
る
も
の

・
操
縦
免
許
証　

・
認
印

・
本
籍
記
載
の
住
民
票（
免
許
証
に

正
確
な
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る

方
は
不
要
）

・
受
講
料

　

更
新　

９
千
円（
１
時
間
）

　

失
効　

１
万
５
千
円

 

　
　
（
２
時
間
20
分
）

　
　
（
＊
写
真
・
諸
手
続
費
用
込
）

・
必
要
な
方
は
メ
ガ
ネ

　

＊
視
力
検
査
も
行
い
ま
す
。　

■
そ
の
他

　

有
効
期
限
の
１
年
前
か
ら
更
新

で
き
ま
す
。

　

早
め
に
更
新
さ
れ
て
も
、
有
効

期
限
は
短
縮
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
、
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問 

入
枝
海
事
事
務
所

（
☎
０
９
９
―
２
８
１
―
７
７
５
３
）

■
日
時

　

９
月
20
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
10
分

■
場
所

　

町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
安
房
）

■
対
象
者

　

屋
久
島
保
健
所
管
内
の
患
者
・ 

家
族
・
関
係
者

　

対
象
疾
患（
難
病
全
般
）

■
申
込
締
め
切
り

　

９
月
13
日（
金
）

■
申
込
先

　

屋
久
島
保
健
所　

担
当　

岩
下

　

☎
４
６
―
２
０
２
４

　

鹿
児
島
県
難
病
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー（
相
談
課　

担
当　

笹
原
）

☎
０
９
９
―
２
１
８
―
３
１
３
３
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県
立
中
種
子
養
護
学
校

体
験
学
習
会
の
案
内

　おばあちゃんと、何にもできないみっともな
いねこが、二人で暮らしています。ねこは自分
がねこの家のねこになったいきさつを知りたが
ります。ほんとうは、一人で暮らすのが好きだっ
たおばあちゃん。ねこなんてきらいだったのに。
　そしてある日、なんでもできる天才ねこが、
二人と一緒に住むことに…。
　著者のあとがきに「ひとのくらしはささやか
なものである。そのささやかなものの中にしか
幸せはない」と、ありました。案外大人向けの
本かもしれません。

「神去なあなあ日常」の続編。
神去村の林業現場。
そこへ放り込まれた平野勇気も村で暮らし
て 1年が過ぎ、20歳になった。
神去村の起源、住人の暮し、村の秋から冬
にかけての物語。

『あの日の音だよ　おばあちゃん』

『神去なあなあ夜話』

佐野　洋子　著

三浦　しをん　著

　　　図　　　書　　　名
何者
空の拳
ママと子どもとお金の本
独立国家のつくりかた
食べる薬草事典
おもかげ復元師
夢をかなえるゾウ　２
和解のために
みんな「おひとりさま」
ふくわらい

　　　作　　 者
朝井　リョウ
角田　光代
うだ　ひろえ
坂口　恭平
村上　光太郎
笹原　留似子
水野　敬也
朴　裕河
上野　千鶴子
西　加奈子

お話し会
  　8月23日（金）
  　　10:30～
　　   24日（土）
（小学生向け）
  　　11:00～

（尾之間図書室）

難
病
巡
回
相
談
開
催

に
つ
い
て

小
型
船
舶
免
許（
更
新

・
失
効
）
講
習
会

屋
久
島
町
人
事
異
動
平
成
25
年
８
月
１
日
発
令

　
新
　
役
　
職
　
　
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
旧
　
役
　
職
　
　
　
　
勤
務
地

屋
久
島
空
港　
　
　
　
　

鎌
田　

勇
一　

建
設
課
漁
港
港
湾
係　
空
港
管
理
事
務
所

管
理
事
務
所
次
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
幹

退
職
者　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内
春
人　

空
港
管
理
事
務
所
管
理
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
25
年
７
月
31
日
付
け
）



　

夏
を
迎
え
、
水
遊
び
を
楽
し
む

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
、
こ

の
時
期
は
、
水
難
事
故
が
多
く
な

り
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
、
県
内
で
は
23
件
の

水
難
事
故
が
発
生
し
て
、
12
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
久
島
で
は
、
昨
年
３
件
の
水

難
事
故
が
発
生
し
、
海
釣
り
中
に

１
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
難
事
故
を
防
止
し
、
楽
し
い

夏
を
過
ご
す
た
め
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
台
風
や
大
雨
な
ど
悪
天
候
時
は
、

　

突
然
、
大
波
や
急
激
な
増
水
が

　

襲
い
ま
す
。
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー

　

は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

○
子
供
だ
け
の
水
泳
や
水
遊
び
は
、

　

急
に
深
み
に
は
ま
っ
た
り
し
て

　

危
険
で
す
。
必
ず
大
人
が
同
伴

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
飲
酒
し
て
の
水
泳
や
魚
釣
り
は
、

　

溺
れ
た
り
転
落
す
る
可
能
性
が

　

高
く
危
険
で
す
。

　

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

問 

屋
久
島
警
察
署 

地
域
課

　

 

☎
４
６
―
２
１
１
０

　

屋
久
島
で
は
タ
ケ
ノ
コ
取
り
や

農
作
業
で
、
マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
る

事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
町
報
や
く
し
ま
７
月
号
」で

は
、
マ
ム
シ
抗
毒
素（
血
清
）の
配

備
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
た

場
合
の
対
処
法
な
ど
を
屋
久
島
徳

洲
会
病
院
の
山
本
晃
司
院
長
に
お

聞
き
し
ま
し
た
。

◎
日
本
で
の
マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
る

事
故
の
実
態
は
？

山
本
院
長　
日
本
で
マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
る
人
は
毎
年
２
千
か
ら
３
千

人
も
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
10
人

程
度
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
マ
ム
シ

の
応
急
処
置
は
世
界
的
に
見
て
標

準
的
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

山
本
院
長　
「
体
の
中
心
に
近
い

部
分
を
縛
る
」「
傷
口
か
ら
毒
を
吸

い
出
す
」「
咬
こ
う
し
ょ
う傷
部
位
を
冷
や
す
」

な
ど
は
、
世
界
的
に
み
る
と
、
す

べ
て
不
必
要
な
ば
か
り
か
有
害
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
て
パ
ニ
ッ
ク

に
な
っ
て
い
る
時
は
、
咬か

ま
れ
た

部
位
よ
り
心
臓
側
を
縛
る
と
、
対

象
者
を
安
心
さ
せ
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
、
縛
っ
て
も
指
が

２
本
入
る
程
度
に
し
、
10
分
間
に

１
回
は
緩
め
て
く
だ
さ
い
。

◎
マ
ム
シ
抗
毒
素
は
病
院
に
着
い

た
ら
す
ぐ
に
打
っ
て
も
ら
え
る
の

で
す
か
？ 

山
本
院
長　
現
状
の
抗
毒
素
は
馬

か
ら
作
ら
れ
、重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
で
は
、
意
識
消
失
、
呼
吸
停

止
、
死
亡
に
至
る
極
め
て
恐
ろ
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
抗
毒
素
を
使
う
と
き
に
は
、
救

急
外
来
や
集
中
治
療
室
で
人
工
呼

吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
が
い
る
こ
と
が
推
奨
さ

れ
ま
す
。
さ
ら
に
日
本
の
マ
ム
シ

治
療
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
皮

内
・
皮
下
テ
ス
ト
に
各
30
分
か
か

る
た
め
、
早
く
て
も
病
院
到
着
後

１
時
間
か
か
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
現
状
か
ら
ア
メ
リ

カ
で
は
、
全
身
症
状
や
血
液
異
常

の
無
い
場
合
に
は
使
用
さ
れ
ず
、

全
体
の
40
％
程
の
接
種
で
し
た
。

◎
マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
た
ら
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
？

山
本
院
長　
「
危
険
の
な
い
と
こ

ろ
に
移
動
」し「
咬か

ま
れ
た
と
こ
ろ

は
で
き
る
だ
け
動
か
さ
な
い
」「
指

輪
な
ど
は
す
ぐ
に
外
す
」「
パ
ニ
ッ

ク
に
な
ら
な
い
」「
咬か

ま
れ
た
と
こ

ろ
は
心
臓
よ
り
下
に
し
て
お
く
」

「
で
き
る
だ
け
早
く
救
急
病
院
に

い
く
」こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
マ

ム
シ
の
応
急
処
置
で
の
間
違
い
を

し
な
い「
き
つ
く
縛
ら
な
い
」「
切

ら
な
い
」「
毒
を
吸
引
し
な
い
」「
冷

や
さ
な
い
」こ
と
も
重
要
で
す
。
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や
く
し
ま
歌
壇

ロ
ン
ド
ン
大
留
学
の
嫁
は
屋
久
島
の

義は

は母
と
ロ
イ
ヤ
ル
・
ベ
ビ
ー
を
語
る　
　
　

寺　

田　

文　

昭

夕
焼
け
の
空
に
浮
か
ん
だ
雲
が
好
き

明
日
も
た
ぶ
ん
快
晴
な
ら
む　
　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

熱
風
と
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
お
そ
は
れ
て

狼う
ろ
た狽
へ
い
る
や
日
本
列
島　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

　
　不ほ
と
と
ぎ
す

如
帰
今
年
も
啼な

く
啼な

く
「
ト
ッ
ピ
ョ
」
と
っ
た
か

ヒ
メ
ヒ
オ
ウ
ギ
ス
イ
セ
ン
の
色
鮮
や
か
に　

兵　

頭　

千
恵
子

昼
の
ほ
て
り
忘
る
る
程
に
岳
よ
り
の

あ
ら
し
は
ひ
と
夜
島
を
眠
ら
す　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

花
う
こ
ん
葉
か
げ
に
ひ
と
つ
知
ら
ぬ
間
に

一
輪
ほ
ど
の
今
日
の
し
あ
は
せ　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

新
聞
の
訃
報
の
欄
に
な
つ
か
し
の
師

別
れ
し
ま
ま
の
名
前
の
載
れ
り　
　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

浜は
ま
ゆ
う

木
綿
の
群
れ
咲
く
白
が
鮮
や
か
に

屋
久
島
の
郷さ

と

誇
示
を
す
る
が
に　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

マ
ム
シ
に
咬か

ま
れ
て
も

あ
わ
て
な
い
！

水
難
事
故
の

防
止
に
つ
い
て



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

嶽
本

　
結ゆ
い
さ咲

　
　
　
　
　
吉

　
田

日
髙

　
里り

り莉
　
　
　
　
　
一

　
湊

長
野

　
柚ゆ
ず
か香

　
　
　
　
　
宮
之
浦

日
髙

　
叶の

あ愛
　
　
　
　
　
宮
之
浦

岩
川
　
林り
ん
ご檎

　
　
　
　
　
宮
之
浦

岩
川
美み

ほ

の
穂
乃

　
　
　
　
　
宮
之
浦

久
木
田
蒼そ
う
ま真

　
　
　
　
　
楠

　
川

中
村
　
莉り

こ子
　
　
　
　
　
小
瀬
田

和
田

　
隼し
ゅ
ん
た汰

　
　
　
　
　
春

　
牧

吉
村
　
風か

す
み澄

　
　
　
　
　
平
　
内

濱
﨑

　
心も

な那
　
　
　
　
　
中

　
間

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　
田
中
　
大
作  

（
吉
　
　
　
田
）

　
入
江
　
麗
香  

（
麦
　
　
　
生
）

　
江
川

　
浩
樹  

（
宮

　
之

　
浦
）

　
棚
田
由
香
里  

（
宮
　
之
　
浦
）

　
野
﨑
　
　
旭  

（
小
　
　
　
島
）

　
神
田
　
麻
美  

（
宮
　
之
　
浦
）

　
野
村
　
博
史  

（
奈
　
良
　
県
）

　
永
綱
　
沙
織  

（
小
　
瀬
　
田
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

眞
邉
ミ
ツ
ヱ

　
九
〇
歳

　
一

　
湊

　
ミ
チ
子
　
七
七
歳
　
一
　
湊

真
辺

　
幸
治

　
八
〇
歳

　
志
戸
子

鹿
島
　
サ
キ
　
九
四
歳
　
宮
之
浦

永
野

　
成
裕

　
四
九
歳

　
楠

　
川

安
藤
ノ
ブ
ヱ
　
八
六
歳
　
小
瀬
田

竹
之
内
政
博

　
五
九
歳

　
安

　
房

泉
　
　
信
治

　
六
二
歳

　
安

　
房

箕
作
　
清
志
　
六
〇
歳
　
安
　
房

吉
田

　
　
博

　
六
七
歳

　
　
原

岩
川
サ
チ
ヱ
　
九
五
歳
　
湯
　
泊

岩
川

　
ナ
ツ

　
九
七
歳

　
中

　
間

津
川
　
　
清
　
八
二
歳
　
中
　
間

◆
お
礼

　
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（

　
）
は
故
人
。

▼
志
戸
子
の
真
辺
エ
ノ
さ
ん

（
夫
、
幸
治
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
遠
藤
ミ
ヱ
子
さ
ん

（
母
、
眞
邉
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
鹿
島
啓
志
さ
ん

（
母
、
サ
キ
さ
ん
死
去
）

▼
楠
川
の
永
野
榮
次
さ
ん

（
子
、
成
裕
さ
ん
死
去
）

▼
小
瀬
田
の
早
﨑
博
文
さ
ん

（
母
、
チ
ズ
さ
ん
死
去
）

▼
原
の
吉
田
孝
子
さ
ん

（
夫
、
博
さ
ん
死
去
）

▼
安
房
の
木
場
由
紀
子
さ
ん

（
兄
、
箕
作
清
志
さ
ん
死
去
）
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戸
籍
の
窓

六
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　
課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

洋
　
一

陽
　
子

蔵
　
人

め
ぐ
み

健
　
吾

さ
お
り

充
　
史

加
代
子

信
　
司

江
　
世

恵
　
輔

由
美
子

直
　
樹

栄
　
子

祐
　
介

由
　
佳

　
努

　

直
　
実

文
　
吾

奈
津
子

政
　
昭

智
　
子

栗生診療所の日程
TEL 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　8月29日（木）
        10：30～12：30
        14：00～15：00
　9月12日（木）
        10：30～12：30
        14：00～15：00
　9月26日（木）
        10：30～12：30
        14：00～15：00

永田診療所の日程
TEL 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皮膚科（予約制）
　18月26日（月）午後
　10月27日（火）午前
　19月 9日（月）午後
　10月10日（火）午前
　1 30日（月）午後
　10月 1日（火）午前
眼科（予約制）
　18月21日（水）午後
　10月22日（木）終日
　10月23日（金）午前
　19月18日（水）午後
　10月19日（木）終日
　10月20日（金）午前

問 屋久島保健所　☎ 46-2024

　「眠れない」「気分がしずむ」
「イライラして人あたってしまう」
など、こころの健康に関する相
談に応じます。問 健康増進課健康予防対策係（内線 344）

★ 対　象　者　　◎　妊婦・子育て中の方　◎　40歳～ 74歳の方
★ スタッフ　　町の保健師・心理カウンセラー等
★ 相　談　日　　随時、受け付けます。
　　　　　　　まずは、気軽にお電話ください。
　　　　　　　お互いに良い日時を決めましょう。

食中毒に注意しましょう！
食中毒予防三原則
　食中毒を
 付けない　 十分な手洗い
 　　  食材の洗浄
  　　 調理器具の洗浄、消毒

　 増やさない　 冷蔵・冷凍保存
 　　　  調理は迅速に
  　　　 早く食べる

　 やっつける　 十分な加熱 ( 中心温度が７５℃で１分以上 )

　夏場は、腸管出血性大腸菌 ( Ｏ 157 など ) の発生も増加します！

※『手洗い・うがい』は、食中毒予防・感染症予防の基本です！！
　日頃からしっかり行い、習慣にしましょう！！



9/2
小・中・高等学校始
業式　町県民税（第
2期）、国民健康保
険税（第3期）、介護
保険料（第3期）、
後期高齢者医療保険
料（第3期）納期限

年金相談（開発総セ
9:00～14:00）
第4回あなたが選ぶ
屋久島写真コンテス
ト2013入賞作品発
表

9/79/1

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 8　9

町民カレンダー

8/12

8/19

8/26

8/5
月

宮保セ開放（9:30～
11:30）志戸子盆踊り
（志戸子公民館広場～
14日）口永良部島夏祭
り（金岳小中学校グラウ
ンド）おた踊り（宮之浦
公民館ほか）楠川盆踊り
（本蓮寺）麦生なぎなた
踊り奉納

8/13

8/20

宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）

8/27

8/6
火

8/14

小中学校登校日宮保セ開放（9:30～
11:30）町人権教育研修会
（受付13:30～安総セ）
母子手帳交付日（宮保セ
9:00～11:30）農商工連
携セミナー（①9:30～②
13:30～開発総セ）

第6回全国離島交流
中学生野球大会（～
23日、長崎県壱岐
市）

8/21

8/28

8/7
水

各地区盆踊り・夏祭り（永
田、吉田、一湊、椨川、楠
川、永久保、船行、高平、
原、尾之間、中間、栗生）
一湊ドラゴンボート大会　
盆バレーボール大会（永田
小）安房棒踊り奉納　長峰
区制60周年記念前夜祭　
第3回屋久島親子スケッチ
大会（神山小）

各地区盆踊り・夏祭り
（宮之浦、小瀬田、湯
泊）楠川盆踊り　椨川
盆踊り　小瀬田四つ竹
棒踊り　麦生ナギナタ
踊り　平内手踊り奉納
灯ろう流し（安房・志
戸子）精霊流し（宮之
浦）

「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
15:00～）

町職員採用試験申し
込み受付期間終了
（7/12～）

母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）
尾保セ開放（9:30
～11:30）

8/15

「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
15:00～）文化財
探訪②「中世山城め
ぐり」（12:30～
16:10、安支所集
合）

8/22
お話し会（尾之間図
書室10:30～）

8/29

8/8
木

8/16

8/23

8/30

「町報やくしま8月
号」発行日
長崎原爆の日

8/9
金

8/17

8/24

8/31

8/10
土

小島夏祭り（小島生
活館広場18:00～）
平内民具倉庫公開
（～11日 9:00～
17:00）

「館長の植物教室」
（屋久杉自然館
14:00～14:50）
お話し会（小学生対
象、尾之間図書室
11:00～）

平内民具倉庫公開
（～8日 9:00～
17:00）

第4回あなたが選ぶ
屋久島写真コンテス
ト2013審査終了

第6回町ドラゴンボート大
会（開会式9:30～ 宮之浦
川特設会場）平内民具倉庫
公開（10日～ 9:00～
17:00）「夏休みクラフ
ト体験」（屋久杉自然館
10:30～・15:00～）

家庭の日
第33回屋久島大社
奉納相撲大会
歴史民俗資料館体験
活動「～資料館で遊
ぼう～」（9:00～ 
13:00～）

楠川岳参り
「夏休みクラフト体
験」（屋久杉自然館
10:30～・15:00
～）

岳参り（原・栗生）
あいさつの日

8/11

8/18

8/25

8/4
日

宮保セ開放（9:30～
11:30）母子手帳交付
日（宮保セ9:00～
11:30）年金相談（尾
支所11:00～17:00）
八幡幼稚園始業式
屋久杉自然館休館日

9/3 9/4 9/5 9/6

屋久島夏祭り（安房
まんてん橋周辺～安
房港特設会場）
青少年育成の日

親子読書会（宮之浦
図書室 10:30～，
13:30～）

広島平和記念の日

尾之間温泉まつりにて尾之間温泉まつりにて 町水泳記録会にて町水泳記録会にて平内海中温泉まつりにて平内海中温泉まつりにて

平内海中温泉まつりにて平内海中温泉まつりにて

平内海中温泉まつりにて平内海中温泉まつりにて 如竹祭にて如竹祭にて

一湊浜祭りにて一湊浜祭りにて

平成25年7月末現在
住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,127
953
 287
185
284
473
798
195
650
225
236
516

13,583
0

世帯数
571
454
143
92
157
216
428
84
322
130
123
290
6,883
＋ 12

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
132
12
521
198
763
366
3,237
450
102
454
386
156
288
589

世帯数
72
9

271
105
412
190
1,573
225
52
240
205
80
162
277

●人の動き●●編集後記●
　青森からたくさんの方々が８年ぶり
のねぶたとともに、屋久島を訪れまし
た。
　３月に閉校した一湊中学校と旧浪岡
町の中学校との交換ホームステイは、
平成４年以来、今も屋久島町全体と青
森市の浪岡地区の子どもたちとの間
で、引き継がれています。
　暑い南国屋久島で、８月４日の本ね
ぶた運行に先立って、連日にわたるミ
ニねぶた運行。安房では、まだ強い日
差しの照りつけるなか、青森で言う「け
やく」の絆の強さを示していただきま
した。
　是非、この屋久島町という南の地に
あって、はるか東北青森との縁を大事
にしていきたいと、改めて感じること
でした。　　　　　　　　　　（ヒロ）

町
報

平
成
25年

8月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/


